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子 闊列堅 太子、太宗紀に果魯干、輟耕錄に果里干 缺劉堅、通鑑 續編に郭列干など書けり。古勒干の母を、卜咧惕施乃迭兒は、喇失惕を引きて、金帝の女 古克主(卽 岐國 公主)なりとし、別咧津は、忽闌 合屯なりとして、金帝の女 昆主 合屯には子なしと云へり。古勒干は、嚕西亞にて戰死せり。斡兒荅は、巴禿の兄なり。太宗紀に斡魯朶とあり、世系表には漏れたり。唐古惕 失班は、皆 巴禿の弟なり。失班は、速不台の傳に諸︀王 昔班とあり、世系表には無し。拜荅兒 唐古惕の名は、元史に見えず。）











§271(12:19:05)[image: ]白鳥庫吉訳『音訳蒙文元朝秘史』(東洋文庫,1943年)　[image: Open original book in Wikimedia]








金國征伐の議


　又マタ 斡歌歹 合罕オゴダイ カガンは、察阿歹 兄チヤアダイ イロセの處トコロに謀ハカりて遣ヤるには「成吉思 合罕 額赤格チンギス カガン エチゲの見成ケンセイ[の大位タイヰ]に坐スワれり。いかなる才能サイノウに依ヨりてか坐スワれると言イはれたり、我ワレ。察阿歹 兄チヤアダイ イロセ 可ヨシとせば、我等ワレラの皇考スメラミオヤは、乞塔惕キタトの民タミの阿勒壇 罕アルタン カンを遣掛ヤリカけて（事をし掛けて）置オきたり。今イマ 我ワレ 乞塔惕キタトの民タミの處トコロに出馬シユツバせん」と謀ハカりて遣ヤれば、察阿歹 兄チヤアダイ イロセ 可ヨシとして「何ナニの妨サマタゲ[か有アらん]。老營ラウエイの裏ウチは好ヨき人ヒトに委ユダねて出馬シユツバせよ。我ワレは、こゝより軍イクサを出イダして遣ヤらん」と云イひて遣ヤりき大ダイ 斡兒朶思オルドス（斡兒朶の複稱）の裏ウチは、斡勒荅合兒 豁兒赤オルダカル ゴルチに委ユダねて、
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太宗の親征


　兔ウサギの年トシ（我が後堀河 天皇 寬喜 三年 辛卯、宋の紹定 四年、金の正大 八年、元の太宗 三年、西紀 一二三一年、太宗 四十六歲の時なり。然るに、元史 太宗紀に據るに、太宗の親征は、この年の前年、太宗 二年 庚寅より始まりたれば、本書の紀年は誤れり。兔の年は、虎の年に作るべし。）斡歌歹 合罕オゴダイ カガンは、乞塔惕キタトの民タミの處トコロに出馬シユツバして、者︀別ヂエベを先鋒センポウに遣ヤりぬ。かくて乞塔惕キタトの軍イクサを敗ヤブりて、爛木クチキの積ツモれる如ゴトく殺︀コロして、察卜赤牙勒チヤブチヤルを越コえて、處處トコロドコロに彼等カレラの郡城グンジヤウどもを攻セめさせに軍イクサを行ユかしめて、斡歌歹 合罕オゴダイ カガンは失喇迭克シラデク（龍虎臺）に下馬ゲバ（駐蹕）せり。（者︀別は、太祖︀の時、西征より還りて閒もなく歿したるに、その幽靈の今こゝに現れたるは笑ふべし。すべて者︀別の先鋒、居庸の攻め破り、三道の侵掠、龍虎臺の駐蹕は、皆 太祖︀ 南征の時の事なれども、その事 甚 名高くして、人口に膾炙したる故に、太宗の南征にもふと誤りて書き加へたるならん。この
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